
（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00022

事務事業評価調書
事務事業名 市報すいた発行事業

担当部名 総務部 室課名 広報課 室課長名 落　俊哉

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和２５年度 改正
内容

発行回数を月２回から月１回に変更。
直 近 の 改 正 平成２４年

根拠法令等 市報すいた発行規則

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 2 市民自治が育む自立のまちづくり 節 2 細節 40

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び市内外１６駅利用者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

市の施策や取組などの市政情報や市民活動の紹介を冊子にて行い、対象者が必要な情報を入手でき市政へ
の理解を得た状態にする

　結果
（どのような効果が得られるのか）

市政や市民活動への関心を高め、市政等への参加・参画を促進する

事業概要
市の事業や行事の紹介など、市民への周知事項をまとめた広報誌（Ａ４冊子）を発行。市内全戸と市内外１６駅に配布。視覚障がい者向け
に、音声版（テープ、ＣＤ）と点字版を発行。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 3 大事業 2 中事業 1 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 83,321 74,162 83,186 83,026 86,222

　  人件費
職員数 人 3.00 3.00 3.00 3.00 3.20

総額 （B) 千円 24,900 23,841 25,056 25,056 26,144

総事業費（Ａ＋Ｂ） 108,221 98,003 108,242 108,082 112,366

特定財源（Ｃ） 5,940 9,226 8,791 8,260 7,411

1,452

府 831 449 830 515 684

国 1,792 988

5,275

市負担（Ｄ） 102,281 88,777 99,451 99,822 104,955

（
内
訳

）

1,741 1,151

0

一般財源 102,281 88,777 99,451

6,594その他 3,317 7,789 6,220

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

99,822 104,955

財源計（Ｃ＋Ｄ） 108,221 98,003 108,242 108,082 112,366

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

高速オフセット

ヤマツーナッジ、シルバー人材センター

市内ボランティアグループ２団体、府視協等

主な委託内容 ①校正・印刷②配布③点字版と音声版作成

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00022

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

市報すいたの年間発行部数（市内世帯、駅
置き、庁内配布、郵送等を含む）。 目標値 （単位：千部） 2,064.00 2,064.00 2,425.00

実績値 （単位：千部） 2,053.00 2,425.00

達成度(%) 99.5 117.5

目標値
の積算
方法

前年度の実績をもとに、世帯数の増減等を
加味して設定。 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 47.74 44.57

一般財源（単位：千円） 43.25 41.16

②

指標
内容

市報すいたの各号の総ページ数。
目標値 （単位：ページ） 624.00 684.00

目標値
の積算
方法

657.00

実績値 （単位：ページ） 594.00 657.00

達成度(%) 95.2 96.1

前年度の実績をもとに、掲載依頼件数の増
減や特集などの実施を加味して設定。 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 164.99 164.51

一般財源（単位：千円） 149.47 151.94

市が発信する情報に満足している市民の割
合
（質問項目には広報番組、ホームページを
含む）。

目標値 （単位：％）

②

指標
内容

市報すいたを市政に関する主な情報源と答
えた市民の割合。 目標値

100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 25.90 25.90

達成度(%) 25.9 25.9

目標値
の積算
方法

市民意識調査の回答者全員が回答。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 3,783.90 4,173.05

一般財源（単位：千円） 3,427.95 3,854.13

（単位：％） 100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 81.50 81.50

達成度(%) 81.5 81.5

目標値
の積算
方法

市民意識調査の回答者全員が主な情報源
と回答。 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 1,202.49 1,326.16

一般財源（単位：千円） 1,089.37 1,224.81

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

　市民意識調査で、「吹田市政に関する主な情報源」に、市報すいたをあげた市民の割合は８１．５％で、次
点の自治会の回覧版２１．５％や吹田市ホームページ１８．０％を大きく引き離す結果となった。
　市政への市民参加や市民との協働を進める上で、市報すいたが果たす役割は大きく、今後も市民と市のパ
イプ役としてわかりやすい情報の提供に努めていく必要がある。
　一方で、市民意識調査において、「市報すいた、ケーブルテレビ、ホームページなど市が発信する情報」に
満足している市民の割合が、平成２６年度調査で２５．９％と低調なことから、内容面の充実を図る必要があ
る。
　なお、市民意識調査実施後に、市報すいたはリニューアルを実施。広報懇談会や市民から寄せられるハガ
キでは高評価を得ている。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 広報課

事務事業番号 00022 事業名 市報すいた発行事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

20

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ａ．現在の事業のあり方で、期待する事業効果を十分得ることができる。（5点） 5

評価点合計
（100点満点） 94

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 広報課 事務事業番号 00022

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

　市民意識調査や市民モニタリング調査の結果で、「吹田市政に関する主な情報源として」市報すいたをあげ
る人の割合が80％を超えているため、市政への市民参加や市民との協働を進めるツールとして、市報すい
た発行業務は必要不可欠であると考えます。
　
　近年、高齢者が増加傾向にあるため、高齢者に配慮した紙面づくりに取り組む必要があります。また、30歳
未満の人に限り、市報すいたの活用が低い状況にあるため、30歳未満の人にも読んでもらえるような紙面づ
くりが必要であると考えています。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00023

事務事業評価調書
事務事業名 広報番組制作放送事業

担当部名 総務部 室課名 広報課 室課長名 落　俊哉

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成３年度 改正
内容

制作本数を年５２本から３６本に、放送回数を１日５回から２回に変更。インターネット動画配信（番組全
編）の開始。直 近 の 改 正 平成２５年度

根拠法令等

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 2 市民自治が育む自立のまちづくり 節 2 細節 40

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び本市市政情報や市内の催し、地域の取組などに興味関心を持つ者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

ケーブルテレビやインターネットの映像を用いて市政情報の提供や市民活動の紹介を行い、理解を得た状態
にする

　結果
（どのような効果が得られるのか）

市政や地域の取組への関心を高め、市政等への参加・参画を促進する

事業概要
市の広報番組「お元気ですか！市民のみなさん」を放送し、市政情報の提供や市民活動の紹介などを行う。吹田のトピックス、特集、企画コー
ナー、お知らせなどで構成する３０分番組を月３本制作し、毎日１５時と２２時に放送。平成２５年度から全編インターネット動画配信を実施（６
か月間）。また、平成２７年度からは動画配信サイトＹｏｕＴｕｂｅを利用して配信を実施。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 3 大事業 3 中事業 1 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 28,356 28,344 28,302 28,181 28,301

　  人件費
職員数 人 1.50 1.50 1.50 1.50 1.50

総額 （B) 千円 12,450 11,921 12,528 12,528 12,255

総事業費（Ａ＋Ｂ） 40,806 40,265 40,830 40,709 40,556

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 40,806 40,265 40,830 40,709 40,556

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 40,806 40,265 40,830

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

40,709 40,556

財源計（Ｃ＋Ｄ） 40,806 40,265 40,830 40,709 40,556

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

株式会社ジェイコムウエスト

主な委託内容 広報番組の制作・放送

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00023

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

番組制作数
目標値 （単位：回） 36.00 36.00 36.00

実績値 （単位：回） 36.00 36.00

達成度(%) 100.0 100.0

目標値
の積算
方法

予算数値から

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 8,201.81 1,130.81

一般財源（単位：千円） 8,201.81 1,130.81

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

市が発信する情報に満足している市民の割
合（質問項目には市報すいた、ホームペー
ジを含む）

目標値 （単位：％）

②

指標
内容

広報番組を市政に関する主な情報源と答え
た市民の割合 目標値

100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 25.90 25.90

達成度(%) 25.9 25.9

目標値
の積算
方法

市民意識調査の回答者全員が回答。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 11,400.19 1,571.78

一般財源（単位：千円） 11,400.19 1,571.78

（単位：％） 100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 4.00 4.00

達成度(%) 4.0 4.0

目標値
の積算
方法

市民意識調査の回答者全員が回答。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 73,816.25 10,177.25

一般財源（単位：千円） 73,816.25 10,177.25

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

　市民から地域の取組や催しの取材依頼は多く情報発信媒体としての広報番組のニーズは高い。
一方、視聴者から見ると、番組がどの媒体で放送されているのかやインターネット動画配信を実施しているこ
とに対する認知度が低いことが課題となっている。今後、広報番組の内容の充実はもちろん、学生リポーター
の活用などを進めることで番組の周知と視聴者数の拡大を図り、事業の有効性を高めていくことが必要であ
る。
　広報番組は音と動きのある情報提供ができる媒体であり、その特性を生かして市民に親しまれる番組の提
供に努めていく。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点
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点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 広報課

事務事業番号 00023 事業名 広報番組制作放送事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

16

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　b．実施意義は今もある。（3点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

3

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

16

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ｂ．目標をやや下回るが、具体的な成果を上げている。（3点） 3

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ｂ．他の事業・取組との連携を検討をしている。（3点） 3

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

16

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ｂ．特定の者を対象としているが、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

②サービスの水準は適正ですか。

　ｂ．サービスの水準は高く、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 84

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 広報課 事務事業番号 00023

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

平成２５年度から番組制作本数や放送回数を見直し、事業費を適正化することができた。また、平成２８年度
からは番組の構成を見直し、市民がより親しみを感じるような内容に取り組んでいる。
また、平成２７年度から動画配信サイトＹｏｕＴｕｂｅを利用した動画配信を開始して、インターネットを使った視
聴環境の充実を図っている。
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効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00024

事務事業評価調書
事務事業名 ホームページ事業

担当部名 総務部 室課名 広報課 室課長名 落　俊哉

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成１１年度 改正
内容

ウェブアクセシビリティ方針及びガイドラインの策定
直 近 の 改 正 平成２５年度

根拠法令等 ネットワーク利用ルール運用基準、吹田市ウェブアクセシビリティ方針

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 2 市民自治が育む自立のまちづくり 節 2 細節 40

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民や吹田市転入予定者など本市市政情報を必要とする者及び本市市政情報に興味関心を持つ者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

インターネットを用いて市政情報を提供し、必要とする情報が必要なときに入手できる状態にする

　結果
（どのような効果が得られるのか）

生活利便性の向上や市政への関心を高め、市政への参加・参画を促進する

事業概要 インターネットの特性を生かし、行政情報のＰＲや広聴活動など行政サービスの向上を図るとともに、内外に吹田のまちに関心を持ってもらう

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 3 大事業 4 中事業 1 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 984 440 984 343 4,916

　  人件費
職員数 人 0.80 0.80 0.80 0.80 1.00

総額 （B) 千円 6,640 6,358 6,682 6,682 8,170

総事業費（Ａ＋Ｂ） 7,624 6,798 7,666 7,025 13,086

特定財源（Ｃ） 984 2,277 984 2,186 1,749

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

1,749

市負担（Ｄ） 6,640 4,521 6,682 4,839 11,337

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 6,640 4,521 6,682

2,186その他 984 2,277 984

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

4,839 11,337

財源計（Ｃ＋Ｄ） 7,624 6,798 7,666 7,025 13,086

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00024

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

ホームページ全体の閲覧数。
目標値 （単位：万件） 2,234.00 1,497.00 1,885.00

実績値 （単位：万件） 1,361.00 1,714.00

達成度(%) 60.9 114.5

目標値
の積算
方法

前年度実績の１１０％。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 5.00 4.10

一般財源（単位：千円） 3.32 2.82

②

指標
内容

ホームページの閲覧者数。
目標値 （単位：千人） 1,642.00 1,562.00

目標値
の積算
方法

2,028.00

実績値 （単位：千人） 1,419.00 1,844.00

達成度(%) 86.4 118.1

前年度実績の１１０％。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 4.79 3.81

一般財源（単位：千円） 3.19 2.62

市が発行する情報に満足している市民の割
合
。（質問項目には広報番組、ホームページを
含む）

目標値 （単位：％）

②

指標
内容

市ホームページを市政に関する主な情報源
と答えた市民の割合。 目標値

100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 25.90 25.90

達成度(%) 25.9 25.9

目標値
の積算
方法

市民意識調査の回答者全員が回答。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 262.51 271.24

一般財源（単位：千円） 174.59 186.83

（単位：％） 0.00 71.30 71.30

実績値 （単位：％） 18.00 18.00

達成度(%) 0.0 25.2

目標値
の積算
方法

市民意識調査でパソコン、スマートフォン、
携帯電話などの媒体を利用すると回答した
市民の割合。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 377.72 390.28

一般財源（単位：千円） 251.22 268.83

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

市民意識調査で、「吹田市政に関する主な情報源」に、ホームページをあげた市民の割合は１８％と、平成２
２年調査の１３．２％から４．８％増加しています。スマートフォンの増加等により今後も需要が増加すると見
込まれるため、多様な媒体で利用が可能なホームページづくりが必要です。一方、市民意識調査において
「市報すいた、ケーブルテレビ、ホームページなど市が発信する情報」に満足している市民の割合が、２５．
９％と低調なことから、内容面の充実を図る必要があります。
平成２７年度は、スマートフォンなどタッチパネル式端末に配慮したデザイン、背景色変更機能、多言語翻訳
機能などを取り入れ、より使い勝手の良いサイトにリニューアルしました。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 広報課

事務事業番号 00024 事業名 ホームページ事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

18

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ｂ．サービスの水準は高く、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 90

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 広報課 事務事業番号 00024

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

　市民意識調査や市民モニタリング調査の結果で、「吹田市政に関する主な情報源として」吹田市ホーム
ページをあげる人の割合は2割弱ではありますが、市報すいた、自治会の回覧に次いで利用率の高いツール
となっています。
　市報すいたは紙媒体であるため情報量に制約があることや、市報すいたの利用率の少ない若年層に対し
ても有効なアプローチとなるため、市民へ市政情報を伝える上で、市報すいたを補完するツールであると考
えます。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00025

事務事業評価調書
事務事業名 くらしの友発行事業

担当部名 総務部 室課名 広報課 室課長名 落　俊哉

１　事務事業の概要

事業開始年度 昭和４６年度 改正
内容

発行形態を官民協働発行に変更し、刷新（経費は音声版・点字版のみ）
直 近 の 改 正 平成２２年度

根拠法令等 なし

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 2 市民自治が育む自立のまちづくり 節 2 細節 40

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び吹田市転入者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

市の業務や施設、手続きなど暮らしに役立つ情報、及びの提供を冊子で行い、必要とする情報が必要なときに
入手できる状態にする

　結果
（どのような効果が得られるのか）

生活利便性や市政への関心を高め、市政への参加・参画を促進する

事業概要
市役所の窓口や各種手続き等の行政情報と地域の生活情報を掲載した市民向け情報誌「くらしの友」を発行し、市内全世帯及び転入者に配
布を行う。また、視覚障がい者向けに音声版（テープ、ＣＤ）と点字版を発行。発行は２年に１度。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 3 大事業 99 中事業 99 小事業 99

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 413 185 0 0 253

　  人件費
職員数 人 0.60 0.60 0.00 0.00 0.60

総額 （B) 千円 4,980 4,769 0 0 4,902

総事業費（Ａ＋Ｂ） 5,393 4,954 0 0 5,155

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 5,393 4,953 0 0 5,155

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 5,393 4,953 0

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

0 5,155

財源計（Ｃ＋Ｄ） 5,393 4,953 0 0 5,155

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

（株）サイネックス

吹田声のグループ虹、点訳グループあい

大阪府視覚障害者福祉協会、リエゾン

主な委託内容 冊子の校正・印刷作成、配布及び点訳・音訳

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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情
報
公
開
・
情
報
提
供
の
推
進

２　評価の指標等

事業番号 00025

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

作成部数
目標値 （単位：部） 189,000.00 0.00 206,000.00

実績値 （単位：部） 189,000.00 0.00

達成度(%) 100.0 0.0

目標値
の積算
方法

本市世帯数及び次刊発行までの転入者数
見込 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 0.03 0.00

一般財源（単位：千円） 0.03 0.00

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

市が発信する情報に満足している市民の割
合（根拠は市民意識調査。質問項目には市
報、広報番組、ホームページを含む）

目標値 （単位：％）

②

指標
内容

目標値

100.00 100.00 100.00

実績値 （単位：％） 25.90 25.90

達成度(%) 25.9 25.9

目標値
の積算
方法

市民意識調査の回答者全員が回答。

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 191.27 0.00

一般財源（単位：千円） 191.27 0.00

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

市の制度や手続き方法、施設の概要などの行政情報をまとめた冊子の発行を行い、市民及び新たに本市に
転入された方に対し周知を行うことは、市民が豊かな生活を営む上で必要不可欠なものであると考える。平
成２２年度より冊子に企業広告の掲載を始め、プロポーザルによって選定された事業者がその広告料収入
で製本・配布を行うことにより、それまでの経費約２千万円を削減することができた。現在、費用を要するの
は、視覚障がい者向けの音声版と点字版の作成に係る経費（平成２６年度決算では１８万５千円）のみであ
り、費用対効果は高いものと考える。
なお、発行は隔年で行っており、平成２７年度は発行該当年ではなかったため、委託実績等については平成
２６年度のものである。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 広報課

事務事業番号 00025 事業名 くらしの友発行事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

16

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　b．実施意義は今もある。（3点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

3

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

18

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ｂ．サービスの水準は高く、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

20

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ａ．現在の事業のあり方で、期待する事業効果を十分得ることができる。（5点） 5

評価点合計
（100点満点） 90

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 広報課 事務事業番号 00025

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

平成26年度発行分においても企業広告の掲載を行い、プロポーザルで選定された事業者が広告料収入によ
り製本・配布を行うことで、事業費負担の軽減を図ることができた。また、視覚障がい者向けに音声版や点字
版の作成を行うとともに、従来のテープに加えＣＤ音声版を作成を行い、より多くの市民に情報を提供できる
ように努めている。
次回は平成28年度に発行を行うが、ページ構成やレイアウトに配慮し、より見やすい紙面つくりに取り組んで
いくことが必要である。
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